
2016年度第 2回 日本中国語学会九州支部 例会プログラム 

 

日時：2016年 12月 3日（土）13：00～17：45 

会場：熊本大学（黒髪北キャンパス 文学部法学部棟本館 2階「共用会議室」） 

住所：熊本市中央区黒髪 2-40-1 （通町筋から熊本大学方面行き BUS で熊本大学前下車） 

 

13：00 開会宣言 

        発表者  所属 

13：05～13：35 薛晨  熊本大学大学院生（交換留学生）  

        関連性理論に基づく中日ニュース見出しにおけるテンス・アスペクト形 

   式に関する一考察――『人民日報』と『読売新聞』を中心に 

13：35～14：05 于姝君 新潟大学大学院生 

        “V 起来 AP”と“V 上去 AP”の意味分析と使い分けについて 

14 : 05～14：35  王笑飛 新潟大学大学院生 

方向補語“起来”と“开”についての比較研究―「開始義」を表す場合― 

14 : 35～15：05  宮下尚子 熊本大学（非常勤） 

        『元刊雜劇三十種』にみえる〈把〉の分析 ――授与動詞との関係を中心に 

15：05～15：35 石亮亮 熊本大学大学院生 

        《醒世姻縁傳》の“喜歓”と“歓喜”について 

15：35～15：45 休憩 

 

15：45～16：15 趙欣葵 福岡大学 

《官话指南》的助动词系统  ——十九世纪末汉语官话助动词系列研究之三 

16：15～16：45 張恩培 新潟大学大学院生 

 “跳、躍、騰”についての考察 ――《醒世姻縁伝》を中心に 

16：45～17：15 王姝茵 新潟大学大学院生 

        性別からの≪醒世姻縁伝≫親族呼称語の使用の差異への考察 

17：15～17：45 木村裕章 東亜大学 

        中国語における目的語前置と動詞の他動性について 

17：45 閉会宣言 

 

 

＊各発表は、発表時間 20分、質疑応答時間 10分とします。時間厳守でお願いします。 

＊各司会者は、時間が来れば(発表途中でも)終了して下さると幸いです。時間厳守でお願いします。 

＊発表者は、事前に受付を済ませて下さい。なお、レジュメを 25部各自で準備をお願いします。 


